
有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

ゼ
ネ
シ
ス

　
ゼ
ネ
シ
ス
は
国
内
唯
一
の
自

社
製
全
溶
接
型
プ
レ
ー
ト
式
熱

交
換
器
の
設
計
・
製
造
・
販
売

を
手
が
け
て
い
る
。
ま
た
同
社

は
、
海
洋
温
度
差
発
電
技
術
の

研
究
・
開
発
を
原
点
と
し
て
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
海
洋

温
度
差
発
電
、
温
泉
熱
・
工
場

廃
熱
を
利
用
し
た
排
熱
温
度
差

発
電
お
よ
び
熱
交
換
器
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
設
計
・
製
造

・
販
売
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
同
社
が
独
自
開
発
し
た
小

型
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
装
置
「
Ｍ

ｉ
ｎ
ｉ
―
Ｄ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
も
そ
の

一
つ
。
特
に
、
熱
交
換
器
は
自

社
工
場
で
省
ス
ペ
ー
ス
、
低
圧

力
損
失
、
多
彩
で
自
由
な
伝
熱

パ
タ
ー
ン
や
フ
ロ
ー
パ
タ
ー
ン

な
ど
の
特
徴
を
持
ち
、
「
Ｍ
ｉ

ｎ
ｉ
―
Ｄ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
に
お
い
て

も
各
種
熱
源
に
合
わ
せ
た
最
適

な
提
案
が
可
能
で
あ
る
。

岩手県八幡平地域での地熱発電掘削調査
（ＪＦＥエンジニアリング提供）

導入要件の
応
用
技
術
の
開
発
進
む
船
舶
用
や
温
泉
水
発
電
に
対
応

第
一
実
業

　
第
一
実
業
は
４
月
、
バ
イ
ナ

リ
ー
発
電
装
置
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
米
ア
ク
セ
ス
エ
ナ
ジ
ー
の
高

効
率
熱
回
収
シ
ス
テ
ム
「
Ｔ
ｈ

ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
　
Ｏ
Ｒ

Ｃ
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
の
国
内
に
お

け
る
製
造
権
を
取
得
。
こ
れ
に

よ
り
、
国
内
で
の
製
造
、
販

売
、
サ
ー
ビ
ス
の
一
貫
体
制
を

構
築
。
同
社
は
地
熱
や
工
場
廃

熱
な
ど
未
利
用
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
活
用
を
検
討
す
る
国
内

の
企
業
、
自
治
体
向
け
に
、
世

界
で
２
０
０
台
以
上
の
納
入
実

績
の
あ
る
同
シ
ス
テ
ム
の
拡
販

を
図
っ
て
い
く
。
同
シ
ス
テ
ム

の
特
徴
は

摩
擦
の
な
い
磁
気

軸
受
を
搭
載
し
た
タ
ー
ビ
ン
発

電
機
に
よ
り
潤
滑
油
・
保
守
フ

リ
ー

高
速
回
転
で
コ
ン
パ
ク

ト
設
計

顧
客
の
仕
様
に
合
わ

せ
た
最
適
化
さ
れ
た
プ
ラ
ン
ト

の
設
計
―
な
ど
。

三
機
工
業

　
三
機
工
業
は
工
場
や
建
物
な

ど
の
未
利
用
排
熱
を
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
創
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
生
か

す
た
め
、
１
３
０
度
―
２
５
０

度
Ｃ
の
中
低
温
排
熱
を
有
効
利

用
で
き
る
１
２
５

の
小
型

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
シ
ス
テ
ム
の

開
発
を
進
め
、
２
０
１
４
年
２

月
に
販
売
を
開
始
し
た
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
低
沸
点
で
汎

用
性
の
高
い
代
替
フ
ロ
ン
「
Ｒ

２
４
５
ｆ
ａ
」
を
熱
媒
体
と
す

る
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
み
込
む
こ
と

で
、
中
低
温
の
熱
源
で
も
発
電

端
出
力
１
２
５

で

％
の

高
い
発
電
効
率
を
発
揮
す
る
。

　
今
後
、
同
社
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
事
業
の
拡
大
に
向
け
同
シ

ス
テ
ム
を
積
極
的
に
提
案
し
て

い
く
。

年
度
ま
で
に
５
件
の

受
注
を
目
指
す
。

Ｉ
Ｈ
Ｉ

　
Ｉ
Ｈ
Ｉ
は
２
０
１
３
年
８

月
、
最
大
送
電
端
発
電
出
力

の
小
型
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電

装
置
を
発
売
。
工
場
・
焼
却
炉

・
温
泉
な
ど
数
多
く
の
納
入
実

績
が
あ
る
。
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電

に
必
要
な
付
帯
設
備
ま
で
を
ト

ー
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

し
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
納
入
す

る
ス
キ
ッ
ド
タ
イ
プ
を
開
発
。

こ
れ
に
よ
り
現
地
で
の
工
期
短

縮
や
最
適
運
転
を
可
能
と
し

た
。

　
同
製
品
は

の
小
型
タ

イ
プ
で
、
こ
れ
ま
で
捨
て
て
い

た
少
量
の
温
水
・
蒸
気
な
ど
の

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利
用
で

き
る
。
電
力
会
社
の
送
電
網
に

接
続
可
能
な
系
統
連
系
機
能

低
圧

を
標
準
装
備
す
る
こ

と
で
別
置
き
の
系
統
連
系
盤
の

設
置
が
不
要
。
同
社
タ
ー
ボ
技

術
の
粋
が
込
め
ら
れ
た
新
開
発

の
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
を
搭
載

し
、
小
型
・
高
効
率
化
を
実
現

し
た
。

　　 ２０１４年 平成２６年 ７月２４日 木曜日 【広告特集】 （ ）

　
応
用
技
術
の
開
発
も
進

む
。
先
駆
け
て
バ
イ
ナ
リ
ー

発
電
に
参
入
し
た
神
戸
製
鋼

所
は
独
自
の
「
マ
イ
ク
ロ
バ

イ
ナ
リ
ー
発
電
機
」
を
ベ
ー

ス
に
、
旭
海
運
と
共
同
で
舶

用
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
シ
ス
テ

ム
の
開
発
に
着
手
し
た
。

年
度
に
実
船
搭
載
を
目
指

す
。
従
来
、
大
部
分
が
利
用

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
舶
用
エ

ン
ジ
ン
か
ら
排
出
さ
れ
る
熱

を
熱
源
と
し
て
バ
イ
ナ
リ
ー

発
電
機
で
発
電
。
そ
の
電
力

を
船
舶
の
動
力
の
補
助
電
源

な
ど
に
活
用
す
る
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
年
間
２
・
６
―
２

・
９
％
程
度
削
減
で
き
る
見

通
し
だ
。

　
一
方
、
温
泉
水
を
使
っ
た

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
に
は
課
題

も
残
さ
れ
て
い
る
。
環
境
省

の
実
証
事
業
と
し
て
３
月
ま

で
運
転
し
て
き
た
長
崎
県
雲

仙
市
の
小
浜
温
泉
バ
イ
ナ
リ

ー
発
電
所
で
は
、
温
泉
成
分

が
配
管
な
ど
に
固
着
す
る
こ

と
に
よ
る
発
電
効
率
低
下
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
増
が

課
題
と
し
て
浮
上
し
た
。
同

設
備
は
洸
陽
電
機

神
戸

市

が
引
受
事
業
者
と
し
て

決
定
し
て
い
る
。
温
泉
の
活

用
拡
大
は
、
東
北
で
は
震
災

復
興
の
象
徴
的
事
業
と
し
て

の
期
待
が
高
ま
る
だ
け
に
、

各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
解
決
さ
れ
て
、
地
域
活
性

化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。


